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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月29日(2014.9.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　　本発明の側面を封止した袋の把持および引裂開放補助は、対にした際に表面が相補的
な(surface-complementary)タブを形成する。これは、２つの合同な、側面を封止した袋
のタブが、表面が相補的な方式で並んで配置され、四角形の表面領域、即ち長方形または
正方形の表面領域を形成することができることを意味する。これを、非対称に、かつ偏心
させて側面を封止した袋にタブを配置することによって達成することができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　この把持補助は、表面が相補的なタブである。これは、２つの合同な、側部が封止され
た袋のタブが、表面が相補的な方式で並んで配置され、四角形の表面領域を形成すること
ができることを意味する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　タブを、表面相補的であるように構成し、その結果、２つの合同な、側部が封止された
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袋のタブが、対にすることによって相補的に並んで配置され、四角形の表面領域を形成す
るようにすることができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　本発明の側部が封止された袋の把持補助および引裂開放補助は、対にした際に表面が相
補的なタブである。これは、２つの合同な、側部が封止された袋のタブを、それらを表面
が相補的な方式で並んで配置して、四角形の表面領域を形成することが可能であることを
意味する（図５Ａ～５Ｄ、図６）。これを、タブを側部が封止された袋上に非対称的に、
かつ偏心させて配置することによって達成することができる。
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